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平成２６年第２回防府市議会定例会会議録（その６） 

 

○平成２６年７月１６日（水曜日） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議事日程 

平成２６年７月１６日（水曜日）   午前１０時 開議 

   １ 開  議 

   ２ 会議録署名議員の指名 

   ３ 議案第５２号 防府市職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について 

            （総務委員会委員長報告） 

     議案第６２号 平成２６年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

             （環境経済委員会委員長報告） 

     議案第６３号 平成２６年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

            （教育厚生委員会委員長報告） 

   ４ 議案第６１号 平成２６年度防府市一般会計補正予算（第２号） 

            （予算委員会委員長報告） 

   ５ 推薦第 ２号 防府市農業委員会委員の推薦について 

   ６ 議案第６５号 財産の取得について 

   ７ 議案第６６号 防府市教育委員会の委員の定数に関する条例の廃止について 

   ８ 議案第６７号 議決事件に該当しない契約及び財産の処分についての報告に関

する条例中改正について 

   ９ 意見書第１号 雇用の安定・安心を求める意見書 

   10 常任委員会の閉会中の継続調査について 
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○本日の会議に付した事件 

目次に記載したとおり 
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○出席議員（２４名） 

       １番  久 保 潤 爾 君      ２番  橋 本 龍太郎 君 

       ３番  木 村 一 彦 君      ４番  清 水 浩 司 君 

       ５番  藤 村 こずえ 君      ６番  和 田 敏 明 君 

       ８番  田 中 敏 靖 君      ９番  中 林 堅 造 君 
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      １０番  三 原 昭 治 君     １１番  山 田 耕 治 君 

      １２番  重 川 恭 年 君     １３番  髙 砂 朋 子 君 

      １４番  山 本 久 江 君     １５番  安 村 政 治 君 

      １６番  吉 村 弘 之 君     １７番  上 田 和 夫 君 

      １８番  松 村   学 君     １９番  田 中 健 次 君 

      ２０番  山 下 和 明 君     ２１番  山 根 祐 二 君 

      ２２番  安 藤 二 郎 君     ２３番  河 杉 憲 二 君 

      ２４番  今 津 誠 一 君     ２５番  行 重 延 昭 君 
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○欠席議員（１名） 

       ７番  平 田 豊 民 君 
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○説明のため出席した者 

  市 長 松 浦 正 人 君  副 市 長 中 村   隆 君 

  教 育 長 杉 山 一 茂 君  代 表 監 査 委 員 中 村 恭 烋 君 

  総 務 部 長 吉 川 祐 司 君  総 務 課 長 林   慎 一 君 

  総 合 政 策 部 長 持 溝 秀 昭 君  生 活 環 境 部 長 福 谷 眞 人 君 

  健 康 福 祉 部 長 藤 津 典 久 君  産 業 振 興 部 長 山 本 一 之 君 

  産 業 振 興 部 理 事 熊 谷 俊 二 君  土木都市建設部長 金 子 俊 文 君 

  入 札 検 査 室 長 金 谷 正 人 君  会 計 管 理 者 桑 原 洋 一 君 

  農業委員会事務局長 末 岡   靖 君  監査委員事務局長 藤 本   豊 君 

  選挙管理委員会事務局長 福 田 直 之 君  消 防 長 牛 丸 正 美 君 

  教 育 部 長 原 田 知 昭 君  上 下 水 道 局 次 長 大 田 隆 康 君 
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○事務局職員出席者 

  議 会 事 務 局 長 中 村 郁 夫 君  議 会 事 務 局 次 長 中 司   透 君 
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午前１０時    開議 

○議長（行重 延昭君）  定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 欠席の届出のありました議員は、平田議員であります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  会議録署名議員の指名   
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○議長（行重 延昭君）  本日の会議録署名議員を御指名申し上げます。１番、久保議員、

２番、橋本議員、御両名にお願いをいたします。 

 議事日程につきましては、お手元に配付しております日程に基づいて進行したいと思い

ますので、よろしく御協力のほどお願いを申し上げます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第５２号防府市職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について 

  （総務委員会委員長報告）   

  議案第６２号平成２６年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

  （環境経済委員会委員長報告）   

  議案第６３号平成２６年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

  （教育厚生委員会委員長報告）   

○議長（行重 延昭君）  議案第５２号、議案第６２号及び議案第６３号の３議案を一括

議題といたします。 

 まず、総務委員会に付託されておりました議案第５２号について、総務委員長の報告を

求めます。松村総務委員長。 

        〔総務委員長 松村  学君 登壇〕 

○１８番（松村  学君）  おはようございます。 

 さきの本会議において、総務委員会に付託となりました議案第５２号につきまして、去

る７月８日に委員会を開催し、審査いたしましたので、その経緯と結果について御報告申

し上げます。 

 議案第５２号防府市職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について、審査の過程に

おける質疑等の主なものを申し上げますと、「休業の承認の規定に関して、条文には、当

該職員の勤務成績その他の事情を考慮したうえでとあるが、これはどういうことか」との

質疑に対し、「この条例の目的は能力のある職員の継続的な勤務を促進することですので、

承認の要件として勤務成績が良好であり、また、その職員が休業を取得した後に、５年以

上の在職期間が見込まれ、かつ継続して勤務する意思を持っていること等を考慮すること

となります」との答弁がございました。 

 これに対して、「職員がこの制度を利用できるようにできるだけ柔軟な対応をお願いし

たい」との要望がございました。 

 審査を尽くしたところで、本案の承認についてお諮りしましたところ、全員異議なく、

原案のとおり承認いたした次第でございます。 

 以上、御報告申し上げますので、よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 
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○議長（行重 延昭君）  次に、環境経済委員会に付託されておりました議案第６２号に

ついて、環境経済委員長の報告を求めます。山田環境経済委員長。 

        〔環境経済委員長 山田 耕治君 登壇〕 

○１１番（山田 耕治君）  おはようございます。 

 さきの本会議におきまして、環境経済委員会に付託となりました議案第６２号平成

２６年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につきまして、去る７月

８日、委員会を開催し、審査いたしましたので、その経緯と結果について御報告申し上げ

ます。 

 審査の過程における質疑等の主なものを申し上げますと、「高額療養費の算定基準額の

見直しについて、市民への周知をどのように計画しているか」との質疑に対し、「市民の

皆様には、国民健康保険料の納付書に同封するしおりや国保だよりにてお知らせするとと

もに、ホームページや市広報での広報を考えております。また、市役所にお越しの際は、

窓口でも御説明するようにしております」との答弁がありました。 

 審査を尽くしたところで、お諮りいたしましたところ、全員異議なく、原案のとおり承

認した次第でございます。 

 以上、本委員会に付託されました議案について御報告申し上げますので、よろしく御審

議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  次に、教育厚生委員会に付託されておりました議案第６３号に

ついて、教育厚生委員長の報告を求ます。河杉教育厚生委員長。 

        〔教育厚生委員長 河杉 憲二君 登壇〕 

○２３番（河杉 憲二君）  先の本会議におきまして、教育厚生委員会に付託となりまし

た議案第６３号平成２６年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）につきまし

て、去る７月８日に委員会を開催し、審査いたしましたので、その経緯と結果について御

報告申し上げます。 

 議案第６３号について質疑等の主なものを申し上げますと、「認知症地域支援推進員の

配置に係る事業が一般会計から移管されたことに伴い、国の１００％の補助であったもの

が、国３９．５％、県、市それぞれ１９．７５％の法定負担割合の事業へと変更になった

が、残りの２１％は保険料で負担するのか」との質疑に対し、「事業費につきましては、

７９％を国、県、市の負担により、２１％を６５歳以上の第１号被保険者の方の保険料に

より支弁することになります」との答弁がございました。 

 また、「現在の保険料は、制度当初に比べ倍近い金額となっているが、今後も新たな事

業の財源を保険料に求めていくようであれば、次期保険料の算定額については、さらに高
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額になることが懸念される。これに対し、一般会計からの繰り入れ等、市として独自の負

担軽減策をとる考えはないのか」との質疑に対しましては、「介護保険制度で定められた

事業につきまして、第１号被保険者の保険料分を市の一般財源で対応していくことは、現

状、困難なことから、国の制度に基づき、その枠組みの中で進めたいと考えております」

との答弁がございました。 

 審査を尽くしたところで、お諮りいたしましたところ、全員異議なく、承認した次第で

ございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（行重 延昭君）  これより、関係各常任委員長の報告に対し、一括して質疑を求

めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結して、一括して討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  討論を終結してお諮りいたします。ただいま議題となっており

ます３議案については、これを可決することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第５２号、議案第

６２号及び議案第６３号につきましては、原案のとおり可決をされました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第６１号平成２６年度防府市一般会計補正予算（第２号） 

  （予算委員会委員長報告）   

○議長（行重 延昭君）  議案第６１号を議題といたします。本案については、予算委員

会に付託されておりましたので、委員長の報告を求めます。安藤予算委員長。 

        〔予算委員長 安藤 二郎君 登壇〕 

○２２番（安藤 二郎君）  おはようございます。 

 さきの本会議におきまして、予算委員会に付託となりました議案第６１号平成２６年度

防府市一般会計補正予算（第２号）に係る委員会審査の経過並びに結果について御報告申

し上げます。 

 本委員会は、７月７日の全体会において執行部の補足説明を受け、質疑を行った後、

７月８日に総務分科会、教育厚生分科会及び環境経済分科会を開催し、慎重に審査をいた

しました。 

 その結果、各分科会主査より、全体会で審査すべき事項はなかった旨の報告を受けてお

りますが、あわせて報告のありました主な質疑等を申し上げます。 
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 総務分科会においては、「平成２８年１月からマイナンバーの利用が開始されるが、今

後、マイナンバーはどういう形で利用されるのか」との質疑に対して、「一例といたしま

しては、現在、国民年金や社会保険等の手続きには、住民票等の添付書類が必要ですが、

番号制度導入後は、各関係機関がマイナンバーの利用事務の範囲の中で、必要な情報を照

会し、確認できることから、住民票等の提出が不要となり、書類が簡素化されます」との

答弁がございました。 

 また、「いただいた資料によれば、平成２５年度末の財政調整基金と減債基金を合わせ

た残高見込額は約６３億円となっており、数年前に比べ、膨らみが非常に大きくなってい

る。このたびの補正で、財政調整基金がさらに７億５，０００万円、上積みされることに

なるが、基金の適正規模をどの程度と考えているのか」との質疑に対して、「国等からは、

基金の適正額の指標は示されておりませんが、平成２４年度末残高における財政調整基金

の額を市民１人当たりに換算しますと、本市は県内で中位程度となっております。なお、

財政調整基金につきましては、年度間の財源調整を行うものでございますので、今後、多

額の経費が必要とされる庁舎建設、公共施設の更新や新しい施策の財源として、有効に活

用してまいります」との答弁がございました。 

 教育厚生分科会においては、「風疹予防接種費用の助成について、１４０万円の事業費

を予算計上しているが、接種予定人数は何人くらいと見込んでいるか」との質疑に対し、

「現在、妊娠を希望しておられる女性の人数は、年間、およそ１，２００人と推計してお

り、それぞれのパートナーと合わせた２，４００人のうち、風疹の抗体検査により十分な

抗体がないとされる人の割合や、実際に接種される人数の見込みを考慮し、約３００人分

の助成費用を計上しております」との答弁がございました。 

 また、「今後、市民に対する当該事業の周知は、いつごろ、どのような方法で実施する

のか」との質疑に対し、「８月１５日号の市広報や各医療機関へ配布するチラシにより十

分な周知を図ってまいります」との答弁がございました。 

 そのほか、「スーパー食育スクール事業について、指定校においては、具体的にどのよ

うな取り組みにより食育の推進を図るのか」との質疑に対し、「教材や給食を通しての食

育指導を中心に、地域の方々や保護者の御協力のもと、野菜づくりや親子料理教室の開催、

食育だよりの発行等に取り組みながら、食育と学力の相関を検証し、より充実した食育の

普及、啓発を目指してまいります」との答弁がございました。 

 これに対して、「当該事業は今年度限りの事業であるが、今後も、モデル校としての成

果を継続的に生かしていただきたい」との要望がございました。 

 環境経済分科会においては、「大河ドラマ誘客もてなし事業について、桑山公園駐車場
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では、大型バスと一般車両が錯綜し、混雑するおそれがある。また、その周辺道路では、

路上駐車の問題などが懸念されるが、交通対策をどのように考えているのか」との質疑に

対し、「桑山公園駐車場は、大型バスのみの利用とし、一般車両は、防府高校体育館のそ

ばに新たに設ける駐車場を利用していただくこととし、駐車場を指定することによる混雑

の緩和を検討しております。また、歩行者への配慮や路上駐車への対策としては、路側帯

にポールを設置し、これに対応したいと考えております」との答弁がありました。 

 また、「市道大林寺協和線ほか改良工事の工期は、３カ月程度を予定しているとのこと

だが、当該道路は地域の皆様が頻繁に利用される道路でもあることから、１日も早い工事

の完了を要望する」との意見がございました。 

 予算委員会におきましては、分科会の審査を受け、７月１１日に全体会を開きましたが、

議員間討議及び討論もなく、議案第６１号については、全員異議なく、原案のとおり承認

することに決しました。 

 以上、御報告申し上げますので、よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  ただいまの委員長報告に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結して討論を求めます。１８番、松村議員。 

○１８番（松村  学君）  議案第６１号平成２６年度防府市一般会計補正予算（第

２号）につきまして、賛成の立場で討論させていただきます。 

 このたびの事業支出として、主なものは大河ドラマ誘客おもてなし事業２億２，

６５０万円であります。これについては、我々も大変期待をしております。執行部からる

る御説明もありまして、庁内で取り急ぎのいろんな対応を検討されていまして、それにつ

いては了といたしますが、まだまだ考えられるものがたくさんありました。予算委員会、

または分科会でもいろんな意見や要望が出されたと思います。しっかり、これを生かして

いただきまして、さらに誘客が進むように、特に市長の公約でも観光は目玉の政策であり

ます。ぜひ１００％と言わず２００％、３００％を目指して、防府はすごいと、来年沸き

上がるように期待いたしまして、賛成の討論といたします。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（行重 延昭君）  ありませんか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  討論を終結してお諮りいたします。本案については、これを可

決することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第６１号については、

原案のとおり可決をされました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  推薦第２号防府市農業委員会委員の推薦について   

○議長（行重 延昭君）  推薦第２号を議題といたします。 

 お諮りをいたします。本件につきましては、防府市議会会議規則第３６条第３項の規定

により、提出者の説明を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、本件に対する質疑を求め

ます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。本件については、委員会付

託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  討論を終結してお諮りいたします。本件については、これを推

薦することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、推薦第２号については、

岡村幹男、湯面芳恵の両氏を推薦することに決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第６５号財産の取得について   

○議長（行重 延昭君）  議案第６５号を議題といたします。理事者の補足説明を求めま

す。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  議案第６５号財産の取得について、御説明申し上げます。 

 本案は、災害対応特殊救急自動車及び高度救命処置用資機材を購入し、救急業務の充実

強化を図ろうとするものでございます。 

 内容につきましては、お手元の参考資料にお示しいたしておりますとおり、株式会社ハ

ツタ山口ほか４者により指名競争入札を行いました結果、藤村ポンプ株式会社が落札いた

しましたので、これと契約を締結しようとするものでございます。 
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 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  本案に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。本案については、委員会付

託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  討論を終結してお諮りいたします。本案については、これを可

決することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第６５号については、

原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第６６号防府市教育委員会の委員の定数に関する条例の廃止について   

○議長（行重 延昭君）  議案第６６号を議題といたします。理事者の補足説明を求めま

す。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  議案第６６号防府市教育委員会の委員の定数に関する条例の廃

止について、御説明申し上げます。 

 本市の教育委員会は、多様な市民の意向を教育行政により一層反映することができるよ

う、平成１９年１２月の市議会定例会において、御承認いただきました防府市教育委員会

の委員の定数に関する条例に基づき、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に定めら

れております委員の定数を１人増員し、平成２０年７月１日から、６人の教育委員による

合議制の機関として活動してまいりました。 

 その間、本市の教育委員の適正な定数につきまして、県内他市の状況などを勘案しなが

ら検討してきたところでございますが、このたび本市の教育委員のうち１人が、山口県公

安委員会委員に任命されることとなり、当該委員から教育委員の辞任の申し出がございま

した。 

 これを受け、本市の教育委員の定数につきまして改めて検討いたしました結果、この機

に、定数を現在の６人から、法律で定められております５人へと変更するため、条例を廃

止しようとするものでございます。 
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 本市の教育委員の定数を法律に定められた定数に戻した場合におきましても、年齢、性

別、職業等といった委員構成の均衡が保たれているものと考えておりまして、本市教育が

目指す「教育のまち日本一」に向け、引き続き、教育委員会としての職責を十分に果たし

ていただけるものと確信しております。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  本案に対する質疑を求めます。１９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  初日の教育委員の選任の際に、いわゆる保護者の代表から出

ている人を新しく教育委員に選任するというのが６年前の議会に出されて、４年前の議会

の際には、県内他市と比べて５人に戻したらどうかという意見が、４年前に議員から出さ

れておったということで、それについて再度、執行部のお考えをお聞きしました。６月

２５日の本会議でありますが。そうしましたら、たちまちこういう形で提案が受け入れら

れるような形で出てきたわけでありますけれども、教育委員の１人の方が辞職の申し出と

いうふうに、重要な政策等の説明資料のほうには書いてありますが、この教育委員さんか

らの辞職の申し出というのは、いつあったのかお聞きをしたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  教育部長。 

○教育部長（原田 知昭君）  お答えをいたします。 

 山口県の県議会におきまして、７月４日、時間は１３時５０分だったと思います。県議

会のほうで公安委員に任命するという人事案件の議決がございました。したがいまして、

７月４日に教育委員のほうから、正式に辞職願をいただいておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  １９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  わかりました。６月２５日の時点では、まだ最終的に公安委

員になるのかどうかいうことがはっきりしなかったということで、それで、７月の９日に

議案発送されるという形で、今回のような議案が出たということで、私の当初想定してお

ったのとは少し時期がずれて早くなったわけですけれども、そういう形でなったというこ

とで理解をいたしました。 

○議長（行重 延昭君）  ほかにありませんか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。本案については、委員会付

託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 
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        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  討論を終結してお諮りいたします。本案については、これを可

決することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第６６号については、

原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第６７号議決事件に該当しない契約及び財産の処分についての報告に関する条例

中改正について   

○議長（行重 延昭君）  議案第６７号を議題といたします。提出者の補足説明を求めま

す。１２番、重川議員。 

        〔１２番 重川 恭年君 登壇〕 

○１２番（重川 恭年君）  おはようございます。 

 議案第６７号議決事件に該当しない契約及び財産の処分についての報告に関する条例中

改正について、御説明申し上げます。 

 本案は、地方公営企業法第７条ただし書きの規定に基づき、管理者を置かないこととし

たことにより、所要の改正をするため提案するものでございます。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  ただいまの補足説明に対し質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。本案については、委員会付

託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  討論を終結してお諮りいたします。本案については、これを可

決することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第６７号については、

原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  意見書第１号雇用の安定・安心を求める意見書   
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○議長（行重 延昭君）  意見書第１号を議題といたします。提出者の補足説明を求めま

す。２３番、河杉議員。 

        〔２３番 河杉 憲二君 登壇〕 

○２３番（河杉 憲二君）  それでは、意見書第１号雇用の安定・安心を求める意見書に

ついて、意見書を読み上げ、御説明とさせていただきたいと思います。 

 わが国は、働く者のうち約９割が雇用関係の下で「働く雇用社会」です。この「雇用社

会日本」の主人公である雇用労働者が、安定的な雇用と公正な処遇の下で安心して働くこ

とのできる環境を整備することは、デフレからの脱却、ひいては日本経済・社会の持続的

な成長のために不可欠です。 

 こうしたなか、政府においては、成熟産業から成長産業への失業なき労働移動と多様な

働き方を実現することによって、活力ある日本経済を取り戻すとともに、企業収益を雇用

拡大、賃金上昇につなげていくという経済の好循環を目指され、労使双方のメリット・デ

メリットも勘案しながら、法改正をはじめ様々な検討を進めておられます。 

 わが国経済は、全体では明るい兆しがみられるものの、まだまだ地方には実感がないの

も事実で、雇用情勢に関しても、更なる労働環境の改善や安定化が求められています。 

 こうした現状に鑑み、防府市議会は、政府に対して、雇用の安定・安心に十分配慮され

るよう要望します。 

 以上、御説明とさせていただきます。御賛同のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（行重 延昭君）  本件に対する質疑を求めます。２４番、今津議員。 

○２４番（今津 誠一君）  この意見書の標題は、「雇用の安定・安心を求める意見書」

ということで、標題は大変結構なものでありますが、皆さん、今、お聞きになられたと思

いますが、一読して何が言いたいのかよくわかりません。 

 意見書というからには、政府に対してこれこれ、こういうことをして雇用の安定・安心

策を図ってほしい。あるいは、これこれ、こういうことはやめて雇用の安定・安心策を図

ってほしいと、こう意見が明確に示される必要があるわけですけども、しかし、これは具

体的な意見、提案も、まあ全くといっていいほど示されていない。ぼけた意見書でありま

す。一体何が言いたいのかわかりません。 

 で、お尋ねしますが、この意見書の意見というのは、どの部分に示されているのか御説

明をしていただきたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  ２３番、河杉議員。 

○２３番（河杉 憲二君）  ただいまこの意見書の中身ですけれども、基本的には、あく

まで、現在、日本政府が行っております経済、経済の成長産業への、成熟産業から成長産
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業への失業なき労働移動ということで、国の法制度、それから労働環境の改善、こういっ

たことに十分配慮しながら、いわゆる政策をしてほしいと、いただきたいと、こういった

意味合いの中身でございます。 

○議長（行重 延昭君）  ２４番、今津議員。 

○２４番（今津 誠一君）  そういう意味ならば、そのような文言にして、はっきりとわ

かるように書くべきではないかと思います。これ、読んだんでは、そんな意味が含まれて

いるのがよくわかりませんよ。 

 それで、この意見書は２度修正をされておるわけですけども、当初の意見書は、意見も

非常に明確に示されておりました。で、参考までにちょっと申しますと、「政府は成長戦

略のもとに、解雇の金銭解決制度、ホワイトカラーイグゼンプションの導入、解雇しやす

い正社員を増やす懸念のある限定正社員の普及、労働者保護の後退を招くおそれのある労

働者派遣法の見直しなどといった労働者を保護するルールの後退が懸念される議論がなさ

れている」と、このようにはっきりと明記して、政府のいわゆる成長戦略というものを批

判した内容の意見書だったんです。 

 で、当初の意見書で非常にわかりやすいわけですけど、なぜこれを提出されなかったの

か、修正されたのかお尋ねしたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  ２３番、河杉議員。 

○２３番（河杉 憲二君）  これは、当初、実は意見書でございますので、いわゆる各、

県議会も含めて全会一致を目指そうということで提出したわけですけれども、しかしなが

ら、そういった文言についていろいろと意見が分かれまして、全会一致は難しいというこ

とであるならば、その問題部分を削除しながら、いずれにしても、こういった政府に対す

る要望、意見書等については、全会一致を目指していきたいと、こう思いましたものです

ので、その部分については削除しながら、わかりやすいような形の意見書と、このように

なったわけでございます。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  ２４番、今津議員。 

○２４番（今津 誠一君）  １点お尋ねしますけども、最初に修正された意見書ですけど

も、これは、このような文言が入っておりました。後段の部分になるんですけども、「と

りわけ本市においては、近年、市内の経済、雇用情勢に大きな影響を及ぼす大規模な雇用

調整が相次いで行われるなど、労働環境の早急なる安定化が求められています」と、こう

いう文言が挿入されておって、そして、「こういう現状に鑑み、政府に対して雇用の安

定・安心を十分配慮されるよう要望します」と、こういう理論構成になっておったわけで
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す。 

 そこで、私は、じゃあ近年こういうこと、大規模な雇用調整が行われているというけれ

ども、果たして安倍総理が、安倍新政権になって、このような事態が、ここ最近足元で行

われたのかどうか、私は、全く記憶がないので、これはいつのことなんですか、どこのこ

となんですかとお尋ねしたら、全く明確な回答もない。そして、今回、これがいつの間に

やら削除されたわけです。削除の理由についても、明快な説明をされておりません。これ、

なぜこういうことになったのかお尋ねします。 

○議長（行重 延昭君）  ２３番、河杉議員。 

○２３番（河杉 憲二君）  これは、あくまでも意見書でございます。先ほど壇上で説明

したとおりでございまして、それ以上でも、それ以下でもありませんので、よろしく御理

解をお願いしたいと思います。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  質疑を終結してお諮りいたします。本件については、委員会付

託を省略したいと思いますが御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。２４番、

今津議員。 

○２４番（今津 誠一君）  反対の立場から討論いたします。 

 まず、この意見書は、デフレ脱却のための適切な経済政策が打てずに、日本の経済を奈

落の底に突き落とし、国民に塗炭の苦しみをなめさせた民主党の支持団体である連合から

要請されたものであります。反対の討論をするに当たり、意見書の取り扱いに関する議運

等での審議の過程も合わせて説明する要があると考えます。 

 この意見書の文案は、２度の修正と削除がされたわけですが、当初の標題は、「労働者

保護ルール改悪反対を求める意見書」でした。その要旨は、「わが国は雇用社会である。

よって、雇用労働者の安定と安心が求められる。しかし、政府は成長戦略の名のもとに、

解雇の金銭解決制度やホワイトカラーイグゼンプションの導入、限定正社員の普及、労働

者派遣法の見直しなどを検討している。こういったことをしないよう政府に求める」とい

うもので、政府の成長戦略に関する政策を批判したものでありました。全文が２６行にわ

たって、その主張の是非は別にして、連合の主張を堂々と述べたもので、意見書とすれば

十分なものであったと思います。 

 しかし、最初の議運に提出された意見書の標題は、「雇用の安定・安心を求める意見

書」と変更をされました。主張の中心であった解雇の金銭解決制度やホワイトカラーイグ
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ゼンプションの導入、限定正社員の普及、労働者派遣法の見直し等は行うべきではないと

いう文言は削除され、抽象的な文言に書きかえられました。恐らく、何とか議会の合意を

得ようとした、妥協的というか、野合的というか、そんな措置だったと推測します。 

 さらに、私が大問題と認識したことは、後段の部分で防府市の雇用情勢について、現状

とは全く異なる過去の現状を持ち出し、詐術的な記述を挿入し、労働環境の悪化を強調し

ていたことであります。その部分を取り上げてみます。「とりわけ本市においては、近年、

市内の経済、雇用情勢に大きな影響を及ぼす大規模な雇用調整が相次いで行われる等労働

環境の早急なる安定が求められている。こうした現状に鑑み、防府市議会は政府に対し、

雇用の安定・安心に十分配慮されるよう要望する」とくくられていました。 

 大規模な雇用調整といえば、五、六年前、つまりリーマンショック後に、市内の大手の

自動車メーカーが、派遣社員の雇用整理を行ったということくらいしか、私は思いつかな

かったので、大規模な雇用調整が行われるとあるが、それは一体いつのことなのか、具体

的にはどこのことなのか意見書の提出者にただしました。私は、同僚議員をおとしめるの

は趣味ではありませんので言いたくはありませんが、答えはわからないということでした。 

 大規模な雇用調整が行われたのは、五、六年前の現状であって、足元の現状ではありま

せん。少なくとも安倍自民党政権にかわって、アベノミクスが始まってから、市内で大規

模な雇用調整が行われたという話は、全く聞いたことがありません。論理の構成上、最後

の要望につなげるために、このような一文を挿入したのでしょうが、過去の現状を意見書

に盛って論理を構成するという態度は、絶対にあってはならないことです。 

 このように、この意見書は極めてずさんな態度でつくられた意見書だということです。

私が、議運で指摘をしなかったならば、今もこの意見書に、それらの文言が残っていたこ

とでしょう。参考までに、削除の理由については、今に至るまで全く何の説明もありませ

ん。受けていません。 

 当初の意見書は２６行の中身がありましたが、この意見書はわずか１３行で、しかも提

出者の明確な意見も提案もない、論点がぼけた意見書です。ただ単に、連合の要請に応え、

連合の顔を立て、そして提出するという形式だけに意義を求めた、まことにつまらない意

見書だと思います。 

 日本の経済は、アベノミクス以来、さま変わりに好転しています。雇用も労働環境も確

実に改善しています。我が防府市でさえ、でさえと言えば失礼かもしれませんが、有効求

人倍率は３月には、１．０５倍まで上がりました。今、求められているのは、さまざまな

角度からの成長戦略を実行していくことであります。成長戦略を批判したところで、雇用

も労働環境も改善するものではないということを申し上げまして、反対の討論といたしま
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す。 

○議長（行重 延昭君）  ほかにありませんか。６番、和田議員。 

○６番（和田 敏明君）  意見書第１号雇用の安定・安心を求める意見書に反対の立場で

討論申し上げます。 

 まず１点、我々は、安倍自民党政権を地方として支える立場の中で、今まさに、日本経

済、踏ん張りどころであるということが１点。それと、やはり先ほど今津議員も申された

ように、最初の意見書から随分省かれて、これでは一体何を求めているのかわからない。

防府市議会として意見書を提出するのであれば、やはりアピールだけでは終わらないしっ

かりしたものを提出するべきであるということを申し上げて、反対討論といたします。 

○議長（行重 延昭君）  １１番、山田議員。 

○１１番（山田 耕治君）  意見書第１号雇用の安定・安心を求める意見書に対しまして、

賛成の立場で討論をさせていただきます。 

 日本経済は、長期化したデフレを脱却し、経済再生への足がかりをつかむ重要な局面に

あり、政府には景気を回復へ、経済を持続的な成長へ導く具体的な対策が求められている

ところでございます。 

 日本の物づくりを支えてきた国内事業基盤において、国及び地方の両面から、それぞれ

の政策、施策を充実させることで強化していく必要があり、その実現のためには、日ごろ

より地方行政の立場から、現場で働く皆さんの生活の安心と安定に向けて、環境整備を訴

えることがデフレからの脱却、ひいては日本経済、社会への持続的な成長のために必要な

ことと考えます。 

 確かに、政府におかれましては、意見書にも記載されていますように、政府主導のもと

成熟産業から成長産業への実現で、活力ある日本経済を取り戻すとともに、企業収益を雇

用の拡大、賃金上昇につなげていくという経済の好循環を目指され、労使双方のメリット、

デメリットも勘案しながら、法改正をはじめ、さまざまな検討を進められているところで

ございます。 

 そのような中、徐々に回復の兆しが見え始めていることは、大変喜ばしいことではあり

ますが、地方で働く人たちの声が全てそうでないということも、しっかりと認識しなけれ

ばいけないことでもありますし、我々地方議員としても、しっかりと地方の声をボトムア

ップしなければいけないことと認識いたします。 

 防府市内におきましても、全体の９８．４％が中小企業、その７０．２％が小規模事業

者という現状です。今回の意見書は、決して政府の取り組みを批判するものでもありませ

んし、包括的な内容になってはいますが、それぞれの意見を取り入れてのことでございま
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す。私は、地方から声を出すことはとても重要と考えますので、この意見書に対しまして、

賛成の表明をさせていただきます。 

○議長（行重 延昭君）  １９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  賛成者に名前を連ねておりますけれども、改めて賛成の討論

をさせていただきたいと思います。 

 いろいろと反対の立場で意見も出されておりますが、最終的には議会内のいろんな意見

をお聞きをして、こういう形の意見書にまとめたわけであります。そして、この意見書で

は、法改正をはじめ、さまざまな検討を進められておりますということで、現安倍政権が

進めております法改正について、それをプラスともマイナスとも評価はしていない。ただ、

事実として述べるということであります。 

 その中で、しかし、やはり、地方ではやはり働く人たちの雇用の問題というのは大きな

問題でありますし、国全体の景気は上向いているとはいいながら、地方には、まだそれが

十分に波及していない。中小企業振興基本条例を、今、議会でつくろうとしておりますが、

中小企業の方にお聞きしても、それは同じようなことが言われておるわけであります。 

 そういう中で、雇用の安定・安心に十分配慮されるという要望を地方議会から上げると

いうことは、極めて当然のことではないかということで賛成をいたしたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  いいですか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  討論を終結してお諮りいたします。本件については、反対の意

見もありますので、起立による採決といたします。 

 意見書第１号については、これを可決することに賛成の議員の起立を求めます。 

        〔賛成者 起立〕 

○議長（行重 延昭君）  はい、よろしゅうございます。 

 起立多数でございます。よって、意見書第１号については、原案のとおり可決されまし

た。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  常任委員会の閉会中の継続調査について   

○議長（行重 延昭君）  次に、常任委員会の閉会中の継続調査についてをお諮りいたし

ます。 

 各常任委員長から、委員会において調査中の所管事務について、防府市議会会議規則第

１０８条の規定により、お手元に配付いたしております申出書のとおり、閉会中の継続調

査の申し出がありました。各常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査に付す
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ることに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、各常任委員長からの申し

出のとおり、閉会中の継続調査に付することに決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（行重 延昭君）  以上で、今期定例会に付議されました案件は、全て議了いたし

ました。 

 これをもちまして、平成２６年第２回防府市議会定例会を閉会いたします。長時間にわ

たり慎重な御審議をいただき、ありがとうございました。お疲れでございました。 

午前１０時４９分 閉会 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 平成２６年７月１６日 

 

             防府市議会議長    行 重 延 昭 

 

             防府市議会議員    久 保 潤 爾 

 

             防府市議会議員    橋 本 龍太郎 
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